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な開発に向けて保全し、持続可能な形で

利用する」とあります。具体的目標（ター

ゲット）が 10 項目あり、海洋のゴミや汚

染の防止や削減、海洋および沿岸の生態

系の回復のための取り組みを行い、健全

で生産的な海洋を実現することが掲げ

られています。

　こうしたことを考え実践することは、

幼児には難しいことでしょうか？ いい

え、幼児は当事者として携われる知性、

想像性と創造性を持ち合わせています。

何よりも、幼児の生活に直接に関係する

ことでもあるからです。

　神奈川県鎌倉市のハリス記念鎌倉幼

稚園では、SDGs 宣言を行い、17の目標 

の中で重点的に 5 つの目標に焦点化し

て、努力することを宣言しています。5

つの目標のうちの一つが目標14です。同

園のホームページ 5）には、以下のように 

記されています。

ゴール14：海の豊かさを守ろう

●	環境問題に関心を持ち、プラス
チックフリーをめざします。

●	海辺に出かけたときには、ゴミや
ガラスを拾います。

　同園のホームページを読むと、ここに

至った経緯が記されています。

　私たちハリス記念鎌倉幼稚園は、

SDGs宣言を行います。きっかけは、

昨年（2018年）鎌倉由比ガ浜に打ち上げ

られたクジラの子どもです。まだお

乳しか飲んでいないはずのクジラの

胃の中から、プラスチックが出てき

たことに衝撃を受けると共に、子ど

もを育てる者として、深く考えさせ

られました。「幼稚園としてできるこ

とはないか」。保護者と共に話し合っ

た結果、今年のバザーテーマを「プ

ラスチックフリー できることからは

じめよう」を掲げ、幼稚園、保護者、

子どもたちと協力してこの課題解決

のために挑戦していくことになりま	

した。

　クジラは哺乳類ですので、魚とは一線

を画すかもしれません。しかし、海に住

む生きものには変わりありません。海や

海に生息する生きものへの尊重、畏敬の

念を持って生活することは、子ども自身

が食する魚の命への思いを育み、食の安

全性に対する意識を抱くことにも関係

することです。「さかな丸ごと食育」への

思いを馳せることは今、スタートできる

ことですね。

	海と出会い・対話するプロ
ジェクト：	
沖縄県やまびこ保育園の	
実践から

　沖縄の北部、名護市のやまびこ保育園

は、保育士はじめ、職員全員が子ども 

一人ひとりの興味・関心に聴き入り、子

どもの何気ない問いや、不思議に感じる

ことから保育を展開することを大切に

実践しています。

　2019 年、同園では 8 か月間かけて、5

歳児ライオン組の 22 人が、園から沖縄

美ら海水族館まで（約 20km）の清掃活動

を行ったのです。日頃から「身近な公共

施設や地域の方とたくさんつながりを

持ってほしい」 「公共施設をきれいにす

る心を育んでいってほしい」と保育者は

願っていました。近隣の公園に出かける

と、予想以上のゴミの多さとその種類の

多様性に驚き、悲しむ子どもたちから

「もっとゴミ集めをしよう」の声が上が

り、何度もの会議を経て、海岸線を歩く

	はじめに：	
「環境をとおして行う」	
幼児期の教育・保育

　「環境をとおして行う」ことが、日本

の現行の保育（注：保育は「養護と教育の一体

化」であり、本稿では、幼児教育も含めて保育を

使用します）の特徴です。環境とは、直接

的・間接的に子どもの生活を取り巻く全

て、すなわちヒト・モノ・コトであり、

家庭、地域をはじめ、社会や世界、そ

して自然といった森羅万象であります。 

こうした環境のあり方が、幼な子の健全

な心身の発達を支え、最善の利益を保障

することになるようにと、直接的・間接

的に保育に携わる一人ひとりが心得て

生活することが必須でありましょう。

　と同時に、この「環境をとおして行う」

という一文には、子どもを「与えられる」

「教えられる」 「させられる」といった受

け身の存在としてとらえるのではなく、

「人は生れながらにして、自ら育つ力、周

囲の環境に能動的に働きかけようとす

る力を持っています」1）（2019 年）として、

子どもが環境に働きかける主体的な存

在である、という意味も含んでいます。

すなわち、保育に大切なのは、子どもが

ヒト・コト・モノ（環境）に出会い、主体

的に関わりあえる機会（生活）を豊かに構

成することなのです。

　 前 書 き が 長 く な り ま し た。 今 回、

ニュースレターに執筆するお話をいた

だいたとき、思い浮かんだのが、日本の

幼児教育・保育の礎を創られた倉橋惣三

の『育ての心』です。

　倉橋は、子どもと共に探究することに

価値をおき、保育は教え込むものではな

く「生活を生活で生活へ」と、やってみる

ことや失敗することに子どもの精神の 

発達がある、と日々の体験の充実の重

要性を説いたのです。「さかな丸ごと 

食育」実践を考える際、まず、乳幼児が

魚にじっくり出会うこと、魚が生息する 

世界にていねいに出会い関わることの

大切さを読者のお一人おひとりと分か

ち合いたい、と思わずにはいられません

でした。

　そして、そうした思いを持って保育

していらっしゃる園があることをここで 

紹介し、生涯をとおしての「さかな丸ご

と食育」実践の旅立ちになれば、との思

いで記していきたいと思います。

	 SDGsと幼児教育・保育
　SDGs （Sustainable Development Goals： 持

続可能な開発目標）のロゴや言葉が、ここ数

年、新聞をはじめメディアでも取り上げ

られることが多くなってきました。19～

20 世紀にかけて、経済・産業の発展の 

ために地球の自然は破壊され、戦争や

紛争や植民地化政策といったことから、

ヒト・モノ・コトの分断化がすすみま 

した。こうしたままでは、地球破壊が目

に見えてきたというわけです。

　そうした背景により、SDGs は2015年

9月、国連サミットで討議され、加盟国

の全会一致で採択されました。「持続可

能な開発のための 2030 アジェンダ」に

記載された 2030 年までに、持続可能で

よりよい世界をめざす国際目標が SDGs

です。17 のゴール（目標）と169 のター

ゲット（具体目標）で構成されており（図 1）

3）、その根底には「誰一人として取り残さ

ない（leave no one behind）」決意が誓われ

ています。そして、5 つの P（People: 人間 , 

Prosperity：豊かさ , Planet：地球 , Partnership：

パートナーシップ, Peace：平和）（図 2）4）という

柱の視点からとらえることが推奨され

ています。

　SDGs の目標14 は『海の豊かさを守ろ

う』です。その骨子には「持続可能な開

発のために海洋と海洋資源を持続可能

自ら育つものを育てようとする心。それが育ての心である。

世にこんなに楽しい心があろうか。それは明るい世界である。 
温かい世界である。

育つものと育てるものとが、互いの結びつきに於いて 
相楽しんでいる心 である。

（『育ての心』1976年）2）

図1　SDGs 17の開発目標 図2　5つのP：キーワード

「さかな丸ごと食育」の実践への誘いとして
海や魚と出会い、対話することから： 
乳幼児期に大切にしたいこと
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は、子どもの想像性と創造性を豊かに 

する生活・アート空間としてのアトリエ

があることです。アトリエでは、保育士

でもあるアトリエリスタ（芸術士）と子ど

もが興味を持っていることをさまざま

な素材を用いて、描画や木工をとおして

表現しています。

　数年間にわたり活動している主題が

「魚」です。この背景には、アトリエリス

タの三浦先生が大の魚好きで、海洋研

究者で釣りの名手でおられることも影

響があるのでしょう。しかし、魚につ

いて教え込むことなく、子どもと共に研

究する、実験する、表現する、という姿

勢でアトリエを展開しているのです。子

どもは一人ひとり、自分のペースで魚

の実態と魚のファンタジー（空想物語）を、 

さまざまなかたちで表現しています。

　魚の種類を丸暗記させたり、栄養を保

育者から一方的に教え込むのではなく、

えじり保育園では、子どもと共に探究

することが、魚への愛着や尊重を育み、 

魚を食する大切さと感謝の心を育んで

いるのです。

	終わりに：	
幼児期の体験を豊かに

　本稿では、「さかな丸ごと食育」の実

践への誘いとして、乳幼児が海や魚と 

出会い、対話することから、魚を好きな

人になってほしいとの願いも含めて記

してきました。その根底には、私自身の

原体験があります。ここで少し語らせて

いただくことにします。

　私の「さかな丸ごと食育」の原体験で

ある魚との出会いと対話は、魚屋さん

の「ご用聞き（すなわち、注文取り）」でした。

かれこれ 50 数年前、昭和時代の幼児期

のことですので、記憶の詳細が定かでは

ないことを免じていただき、記憶をさか

のぼることにします。

　東京・新宿の自宅に、毎日だったで

しょうか、魚屋のお兄さん（との記憶です）

から、墨（ペン？）で経木に記されている

お品書きを受け取るのが楽しみでした。

魚の名前を読めませんから、お兄さん

に、今日は何の魚かな？ とワクワク感

を抱いて、「これは？」 「それは？」と聞

いていたことが懐かしく蘇ります。母

に、いかにも自分でお品書きを読める

かのごとくその日の魚を伝え、なんとも 

言えぬ達成感を覚えていました。旬の魚

を知ることの面白さや、今日はこの魚、

と注文を自分で決めた！ との満足感や

躍動感を持ち、魚の目や骨まできれいに

食べたことが記憶にあります。

　「魚はからだによいから食べなさい！」 

「きれいに食べなさい！」と言われるよ

りも、魚屋さんのお兄さんが持参する経

木から魚との出会いや対話があり、魚好

きになった経緯がある、と今でも自負し

ています。

　「さかな丸ごと食育」への出会いは、ま

ず魚が生息する海や川、魚との関わりの

体験、すなわち乳幼児期の原体験がカ

ギであると思えるのです。時には魚を食

べていて骨が喉に刺さったり、魚を触ろ

うとして噛まれたりということもある

かもしれません。しかし、魚の神秘性、 

美しさ、たくましさ、知性に出会ってほ

しいものです。日々の生活の中で、探究

心を持ち豊かに魚に出会える環境づく

りを、今と未来を創造する子どもたちへ

の責任と使命として、携わっていきたい

と思います。

地図を作り実践に至りました。

　青い海や空、豊かな沖縄の自然を慈

しむ一方、砂浜にビン、缶やペットボト

ル（特にペットボトルが多かった）が落ちてい

ることに嘆き、「海を汚したらいけない

よ」と自発的な言葉が表

れ、海や海に生息する生

きものへの意識が高まっ

ていったのです。歩く子ど

もたちの姿に地域の人た

ちからの応援もあり、最終

日は保護者と共に歩き、

ゴールの美ら海水族館で

は、海や海の生きものに

ついてのレクチャーを受

けました。そこでは、ゴミ

を捨てないこととゴミを拾うことで助か

る命があることを学んだのです。

　子どもも大人も自分事として魚や海

に生息する命への責任を体験的に学ぶ

ことが、「さかな丸ごと食育」につながる

体験的学びでありましょう。

	魚と出会い・対話する生活：
静岡県えじり保育園の	
実践から

　静岡県静岡市、清水港に近いえじり

保育園の子どもにとって、魚（特にマグロ）

は身近な存在です。また、お茶の産地で

もある静岡という地の利を活かして、同

園では、漁港を訪れてお話を伺ったり、

お茶屋さんでお茶試飲体験、園での蕎麦

打ち体験等、地域の食との関係性を大切

にして保育展開しています。

　その根底にあるのが、法人の理念で

ある「信・望・愛」を基にした、子ども

と保護者が共に「今、『ここにある』生活

を豊かに生きること」です。同園の特徴

森 眞理 （もり まり）
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■沖縄県やまびこ保育園のクリーン活動プロジェクト

［謝辞］ 
掲載を快諾してくださったやまびこ保育園、えじり
保育園に感謝申し上げます。

ペットボトル、多いね。

アトリエで木工の魚製作に挑むA君。 魚図鑑に釘づけ。 アトリエ前の廊下は魚博物館。じっくり観察しつつ、描く。

クリーン活動プロジェクトの
ドキュメンテーション。

自然豊かな沖縄の海……、でも砂浜にはたくさんのゴミ。

歩いた道のりの画像つき地図。

■静岡県えじり保育園のアトリエ
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　給食に出るサケ料理などを掲載した
「宮古のさけレシピ」や「秋サケ丸ごと探
検ノート」（p13～15）を使って、自分たち
が生育したサケをどのように消費したら
よいかを考え、自分が食べたい料理を考
え紹介する授業も行われました。食べた
い料理は、サケのおにぎり、サケのマヨ
ネーズ焼き、コンソメサケポテト、サケ
グラタンの4品が同率1位。授業を参観し
ていた浅沼さんは、「実はサケが嫌いだ」
という児童の発言にびっくりしたと言い
ます。「自分はサケが嫌いだけれど、好き
な料理に変化させたら食べられるんじゃ
ないか。サケは嫌いだけどフライは好き
だから、サケのフライにしたらおいしく
なるのでは、と小学校3年生なのに大人
顔負けの発言でした」。

宮古にとってサケは 
一番なんだ！

　3・4年生16名中12名の家庭が、漁業
や水産加工業に携わっているそうです。
「秋サケは、家族が獲ってきたものを日
常的に食べていると思います。シーズン
には、ウニやアワビを朝食で食べてきた、
なんて話も聞きます。わかめや昆布など
は、学校の職員にもわけてくださること
もありますよ」と沢里さん。
　「宮古になぜサケが必要なのか？」とい	
う質問に、子どもたちからは、「宮古市民
が普段から食べる魚だから」「昔から漁
師が育ててきたものだから」「宮古の名物
だから」等が出たそうです。そして一番

印象に残ったこととして浅沼さんが挙げ
たのは、「宮古にとってサケは一番なん
だ」という発言です。「子どもたちが、宮
古（重茂）はサケのまちであることをよく
理解していること、そして宮古をとても
誇りに思っていることにとても感心しま
した。普段からサケの生産などが身近に
あり、子どもたち自身、地域が見えてい
るからでしょう。将来、重茂地区を含め
宮古を担っていく人材になってほしいと
強く思いました」。
　「大人になってからではなく、子ども時
代に自分の地域を誇りに思えることが
すごいと思います。朝、漁を手伝ってから
登校する子もいますし、漁師を継ぐんだ
という子も多いですよ。ふるさとを思う
素直な気持ちを育てていきたい。重茂の
大切な資源であるサケや海を守るため
に、自分たちにできることは何かを考え
たり、実践する活動を今後も行っていき
たいです」と沢里さん。重茂小学校に行
くと、サケや新巻鮭づくりの絵などが掲
示されており、学校全体で水産業の学習	
に取り組んでいる様子がうかがえるそ
うです。

岩手らしい魚、秋サケ

　2011年の東日本大震災、そして近年
多発している台風の影響で、サケの漁
獲量が減っているそうです。これだけで
はなく、地球温暖化が影響しているので
はないかとも言われています（p12参照）。

「サケは重茂川を遡上してきますが、昨
年の台風の土砂崩れなどで回帰率が大
きく減りました。サケやサンマが獲れな
くなり、イワシばかりという話も聞きま
す。漁連の方は海水温が高いせいなの
では、と話されていました」と浅沼さん。
「『秋サケ丸ごと探検ノート』の制作には、
この漁連の皆さんを含め、行政・専門家
など多くの方のご協力があってできあが
りました。私はその皆さんの真剣で熱い
想いを学習者に届け、岩手の活力にした
いと思っています。秋サケは岩手らしい	
魚。岩手の川はきれいで、水質のよい川
はサケの遡上に適しているからです。今
回一番よかったことは、子どもたちがサ
ケをとおして自分と地域との関わりをき
ちんととらえ、誇りに思って発信できて
いることです。この学習に『秋サケ丸ご
と探検ノート』が少しでも役に立ったと
思うと、うれしい限りです」。
	 （取材：越智直実）

　宮古市立重茂小学校（坂下正義校長、児童
数61名）は、JR山田線・三陸鉄道リアス
線の宮古駅からバスで1時間弱、三陸沿
岸の重茂半島にあります（p12参照）。児童
の家庭のほとんどが漁業や水産加工業
に携わり、海や魚がごくごく身近で生活
と直結している地域です。
　2020年11月11日と19日に、この重

茂小学校で “ふるさと”について探求する
3・4年生の総合的な学習「鮭の探検隊」
が行われました（3年生8名・4年生8名、複式
学級）。その中のサケの生態や自分が食べ
たいサケ料理を考える学習で、「秋サケ丸
ごと探検ノート」が活用されました。
　この授業を行った沢里舞帆さん（宮古市
立重茂小学校 栄養教諭）と、「秋サケ丸ごと	
探検ノート」の著者の一人である浅沼美
由希さん（岩手県立大学盛岡短期大学部 専任講
師・「さかな丸ごと食育」養成講師）にお話を伺
いました。新型コロナウイルス感染予防
のため、オンラインによる取材です。

秋サケのふるさと学習で「秋サケ
丸ごと探検ノート」を活用

　総合的な学習「鮭の探検隊」では、3

年生の2学期から3学期にかけて、サケ
の卵と稚魚の飼育や観察をし、4年生の
4月半ばに、重茂漁業協同組合の方に教
わりながら、重茂川で自分たちの育てた	
稚魚の放流を行うそうです。「地域で獲れ
るサケの生育について詳しく学習し、サ
ケと自分たちの住む地域や暮らしとの
関わりについて考えます。また、成長し
たサケをおいしく食べるにはどうしたら
よいかを考え、自分が食べてみたい料理
を発表します。この学習は、6年生での
新巻鮭づくりに続いていきます」と沢里
さん。
　「秋サケ丸ごと探検ノート」は「鮭の探
検隊」の学習のときに、地域にある水産
科学館で館長さんからお話を聞いて情
報収集した後や、人工ふ化施設でのサケ
の採卵・受精の体験学習後に、「サケの
一生について学ぼう」というサケの生態
を探る中で、その振り返りに役に立った
といいます。「実際にサケのふ化を体験
した後だったので、『秋サケ丸ごと探検
ノート』のp4～5で振り返り、子どもた
ちのサケへの理解が深まったと思いま
す。また、写真が豊富でわかりやすいこ
とも、よかったのではないでしょうか」。

自分が食べたいサケ料理を 
発表

　11月11日はサケの日です。「鮭」という
字が、十一を2つ重ねたつくりになって
いることが理由だそうです。もちろんこ
の日の給食はサケ料理。コッペパン、サ
ケのピカタ、わかめサラダ、コーンスー
プ、牛乳です。

狭い湾や入り江が複雑に入り組んだリアス
式海岸にある重茂地区。

「秋サケ丸ごと探検ノート」p4～5が映し出され
た画面を見ながら、体験学習を振り返る。秋サケが育つまで～川と海での育ちの循環（「秋サケ丸ごと探検ノート」p4～5）。

サケの身が赤くなるのはなぜでしょうか？ ① 日焼け　② 色
しき

素
そ

を取りこむため　③ からだを動かすから

秋サケが育つまで～川と海での育ちの循
じゅん
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かん

海
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せい

メスの卵
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に、オス
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し

をかけて受
じゅ
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せい

させる。

発
はつ

眼
がん

約 30 日後に眼
め

が
できる。

ふ化
約 50 日後にはふ
化して、魚になる。

泳げるようになっ
たらエサをあたえ
て、5cmまで大き
くする。

１匹のメスから
約 3000 個の卵

たまご

が！

川

人

間の
かかわり

稚
ち

魚
ぎょ

の放流

捕
ほ

獲
かく

産
さん

卵
らん

用
よう

のサケの捕
ほ

獲
かく

川の水をバケツに
入れて、新たな環

かん

境
きょう

の水にならして
から、そっと流す。
４年後に、またも
どってきてね！

水あげされた後、船で漁港へ運ばれ、
食
しょく

卓
たく

へ（p2 ～ 3、p10 ～ 11 参照）。

海へ（3～4月）人

間の
かかわり

エサは、川では小さな
虫や動物プランクトン
などを食べている。

人

間の
かかわり

人

間の
かかわり

メスが穴
あな

をほって卵
たまご

を
産み、同時にオスが精

せい

子
し

をかけて受
じゅ

精
せい

させる。

数日から 1 か月かけて、川
を下って、海に出ていく。

生まれた川にもどってくる。

沿
えん

岸
がん

や河
か

口
こう

で捕
ほ

獲
かく

する。

3～５年かけて海で大きくなる

体重は 2〜 5kgに
成長している。

エサは、海ではオキアミ、
イワシなどの小魚、動物プ
ランクトンを食べている。成魚

なぜ、サケがもとの川にもどってくるのかについて
は、まだ十分にはわかっていないが、生まれた川の
においをたよりに、もどってくるという説がある。

日本の川で生まれたサケ
は、北西太平洋、ベーリン
グ海、アラスカ湾にまで行
くといわれている。

どこの海にいるの？

　サケは生まれ育った川へ帰る性
せい

質
しつ

があり、本来は川で
産
さん

卵
らん

して、海で大きくなるというサイクルが自然です。
しかし、これだけでは川へ帰ってくる量がすごく少なく、
サケを多くの人に食べてもらうためには、人間が手助け
する「人工ふ化放流」が必要となります。
　わたしたちがサケをおいしく食べていくためには、川
や海の環

かん

境
きょう

を守ることや、人間がサケとじょうずにかか
わっていくことが大切です。
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引用：重茂漁業協同組合HP

「秋サケ丸ごと探検ノート」は「さかな丸ごと食育」プログラム・教材開発研究の一環で制作されました。 
当冊子に関するお問い合わせは、研究分担者の岩手県立大学盛岡短期大学部 専任講師 浅沼美由希氏まで。 メールアドレス：miyuki_a@iwate-pu.ac.jp

漁業のまち・重
おも

茂
え

を誇りに思う 
気持ちを確かなものに

「秋サケ丸ごと探検ノート」を使ったふるさと学習

2020年11月11日、11月19日

　秋サケは頭から尾
お

まで、骨
ほね

や内
ない

臓
ぞう

の部位ごとにいろいろな栄
えい

養
よう

素
そ

がふくまれているため、

あますところなく食べられる魚です。岩手県では、サケの部位の特
とく

徴
ちょう

をいかした料理がた

くさんあり、受けつがれてきました。ここでは、頭から尾
お

まで使った、いろいろなサケ料

理を見てみましょう。

秋サケの栄養パワー 岩手の秋サケ料理
秋サケの栄養パワーを、サバ、ぶた肉、たまごとくらべてみると…

カルシウムやリンの吸
きゅう

収
しゅう

を

よくして、歯や骨
ほね

をじょう

ぶにする栄養素
そ

です。

出典：日本食品標準成分表 2015 年度版（七訂）

　　 （生可食部 100g あたり）
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頭

　サケはもともと白身魚です。稚
ち

魚
ぎょ

が成長するにつれて、エサにふくまれる「アスタキサンチン」
という色

しき

素
そ

をからだの中に取りこむため、身が赤くなります。野菜にふくまれる β
ベータ

カロテンと
同じ仲間の一つで、病気にならないように、からだを守るはたらきがあります。

天然秋サケの色
しき

素
そ

「アスタキサンチン」のパワー！
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 　 中
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から中落ちをかき取り、
つみれだんごを作って、野
菜やとうふと合わせた汁

しる

物
もの

。

頭と中
なか

骨
ぼね

料理名 あてはまるものに◯をつけましょう 感　想

知っている・食べたことがある 
好き・作ったことがある

知っている・食べたことがある 
好き・作ったことがある

知っている・食べたことがある 
好き・作ったことがある

●和風タコス
　 「いわて・秋サケ料理

コンクール」で入賞し
た高校生の作品。

p15 の「秋サケのおいしさをいかした料理づくり」で、秋サケ料理を自分で考えます。

その前に、秋サケ料理にはどんなものがあるか、あげてみよう！

●めふん
　 サケの腎

じん

臓
ぞう

を使った
塩からい珍

ちん

味
み

。

内
ない

臓
ぞう
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11月11日鮭の日の給食。コッペパン、サケ
のピカタ、わかめサラダ、コーンスープ、牛乳。

「宮古のさけレシピ」。給食に出るメニューにはマークが 
ついている。

知ってる？ 岩手の秋サケ料理（「秋サケ丸
ごと探検ノート」p13）。

「宮古のさけレシピ」と「秋サケ丸ごと探検
ノート」を見ながら食べたいサケ料理を考
える。

実践者：	中島久仁子
	 沢里舞帆
	 浅沼美由希

（宮古市立重茂小学校 3・4学年
担任）

（宮古市立重茂小学校栄養教諭）

（岩手県立大学盛岡短期大学部
専任講師）

岩手県
宮古市



8 9

　瀬戸焼の生産地として知られる瀬戸
市。名古屋市から北東に約18km、尾張
地方の東の隅に位置します。その瀬戸市
にある瀬戸市立幡山西小学校（藤戸 環校
長、児童数529名）4年生の2クラス（77名）
で、学級活動「魚のひみつを知ろう」が行
われました。その際、「あいち一色うなぎ
丸ごと探検ノート」と「さかな丸ごと探
検ノート」が活用されたと聞いて、クラ
ス担任の先生と共に授業を行った前野
あゆみさん（幡山西小学校 栄養教諭・「さかな丸
ごと食育」養成講師）にお話を伺いました。新
型コロナウイルス感染防止のため、オン
ラインによる取材です。

普段は提供されない 
“うなぎ”が給食に

　「瀬戸市は海がないので、魚を身近に
感じる機会が少なく、給食に魚が出ると
何という名前かは知らず、『魚』と呼ぶ子
もいます。今回はコロナで消費量が減っ
ている愛知県の特産物であるうなぎを、
県の農業水産局が無償で学校給食に提
供してくださったのを機に（水産庁 水産物
販売促進緊急対策事業）、魚やうなぎの生態・
栄養について、社会科や国語科と関連さ
せながら取り上げました」と前野さん。
　授業のはじめに、前日の給食が何だっ
たかを尋ねたところ、ほぼ全員が「うな
ぎ」と答えたと言います。しかし、給食
のときの反応は意外なものでした。「給
食のとき、不思議な顔をしている子がい
たので声をかけたら、うなぎははじめて
食べた、と言っていました。ほとんどの
家庭では、めったに食卓に出ない珍しい
魚だと思います。おいしいと言っていた
のは半分くらいで、苦手という子が思っ

たより多かった。食べ慣れていないから
でしょうか」。
　瀬戸市のスーパーマーケットで国産の
うなぎは置いているそうですが、地元の
愛知県西尾市一色産のものはあまり見か
けないとのことです。うなぎが愛知県の
特産品といっても、内陸の瀬戸市ではピ
ンとこないのかもしれません。

マグロの成長を知り 
魚に親しみを感じる

　うなぎをきっかけに魚に興味を持ち、
話を聞いたり考えたりすることをねらっ
て、「さかな丸ごと探検ノート」p4～5
の「知っている？ さかなの一生」を使っ
て、マグロの成長について学習しました。	
「マグロは生まれたときは3ミリだけど、
10年で2メートルにもなる。卵を100
万粒ほど産む。エラが上手に動かないの
で、口を半開きにしてずっと泳ぎ続ける
ことなど、パワーポイントを使って黒板
に大きく映して話しました。この話を子
どもたちが本当に真剣に聞いてくれたの
です」と前野さん。子どもたちのワーク
シートには、「マグロが大型だったこと
を、はじめて知りました」「マグロの卵は
0.9ミリなのが、小さすぎてびっくりしま
した」 「魚は子どもなのに自分でえさを
探したりしているのに、人間は子どもで
もえさを探さなくていいので、少し魚が
かわいそう」などの感想が書かれていま
した。
　また、「さかな丸ごと探検ノート」p7の
食物連鎖については、「魚は全部『弱肉強
食』と言うけれど、人間は『弱肉強食』が

給食に出たうなぎの献立。ごはん、愛知
県産うなぎ丼の具、レンコンのきんぴら、
さわにわん、牛乳。

ないし、食べ物がないとダメだから食べ
るけど、絶対にしないことは、食べ物を
粗末にしないこと」なんていう感想もあ
りました。子どもたちの心に響いた授業
だったのでしょう。新鮮な驚きと素直な
気持ちが表れている文章に、思わず笑み
がこぼれます。

うなぎの生態と特徴的な栄養素

　授業はまた、うなぎに戻ります。うなぎ
の絵パネルを見せ、もう一度、給食のう
なぎ料理を振り返ります。そして「あいち
一色うなぎ丸ごと探検ノート」を配布し
て、うなぎの成長過程や養殖の工夫など
を学びました。
　「うなぎはマリアナ海溝あたりで生ま
れ、1日半ほどで卵がかえり、大きくなり
ながらえさを求めて移動し、黒潮に乗っ
て日本に近づく。その際、からだの形を
変えながら細くなるということなどを、
表紙の絵を見て確認しながら話しまし
た。『あいち一色うなぎ丸ごと探検ノー
ト』は、人間ではなくうなぎが中心に書
かれているため、うなぎの視点で学べる
点がとてもよいと思います。写真やイラ
ストもたくさん載っているので、子ども
たちは興味深く学習に取り組むことがで
きました」。
　ワークシートを見ると、「うなぎは、
いろいろ移動をして、がんばっているん
だなと思いました。『しらすうなぎ』とい
う時期があったことに、びっくりしまし
た。不思議が多いことをはじめて知りま

した」などが書かれていました。
　さらに、うなぎには特徴的な栄養素・
ビタミンAがあることを確認します。「あ
いち一色うなぎ丸ごと探検ノート」には、
たんぱく質・エネルギー・脂質・ビタミ
ンAが、サケやサバ、牛肉などとの比較
で、うなぎの栄養パワーが記載されてい
ます。
　「子どもたちからは、『はじめて知った。
これからうなぎを食べようと思う』 『私た
ちが成長するために必要なビタミンをく
れてありがとう、という気持ちです』 『う
なぎには栄養がたくさんあって、とても
いい魚だと思った。これからもうなぎを
大切に食べたい』など、驚きと感謝の声
が多く上がりました。海のない瀬戸市で
も、給食に愛知県の魚が出て、それを教
材に授業をすることで、子どもたちは興
味を持つことがよくわかりました。自分
の食べた魚が、こういう風に育ったんだ、
育てられたんだ、ということが身近に感
じられたのではないでしょうか」と前野
さんは言います。

食べることは生きること 
食べものへの感謝を

　前野さんは、大学では経営学を学びま
したが、家族の病気をきっかけに健康と
食の大切さを痛感し、専門学校に入り直
して栄養教諭になったそうです。「食べる
ことは生きることに直結しています。自
分のからだをつくっているのは食べ物で
あり、食べることをとおして人間が自然
とつながっていることを伝えることがで

きる。生きていく上で根本的な教育が食
育だと考えています。瀬戸市は近くに海
や川がない地域のため、生きた魚を間近
で見ることや魚の生態を知る機会がな
かなかありません。しかし、周りを海で	
囲まれている日本では魚がたくさん獲れ
ます。子どもたちに魚について知っても
らうことで、感謝の気持ちや食文化、環
境問題などいろいろな教育につなげてい
けると感じています」。
　実際に現地に行くことができず、オン
ラインでの取材でしたが、前野さんのお
話や子どもたちのワークシートから、子
どもたちが魚に親しみを持ち、素直に感
謝の気持ちを表していることがわかりま
した。また、前野さんは詰め込みすぎ	
だったかもしれない、とおっしゃってい
ましたが、「さかな丸ごと探検ノート」だ
けでなく、その地域版である「あいち一色
うなぎ丸ごと探検ノート」の両方を使う
ことのよさもわかりました。その地域の
特徴をいかした地域版が、さらに活用さ
れていくことを願っています。
	  （取材：越智直実）
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一色うなぎのパワーを知らせよう
一色うなぎの自己紹介カードをつくろう！

わたしは、うなぎの　　　　　　　　　　です。

生まれたところは、　　　　　　　　　　です。

　　　　　　　　　　川で大きく育ち、

　　　　　　　　　　養
よ う

殖
しょく

場
じょう

にきました。

養
よ う

殖
しょく

場
じょう

から市場にいって、　　　　　　　　　　につきました。

おいしい “ かば焼き ”になってならんでいたら、

　　　　　　　　　　さんが買ってくれました。

わたしのからだの中には、　　　　　　　　　　や

　　　　　　　　　　など、たくさんの栄
え い

養
よ う

素
そ

があります。

残さず食べてくれると、元気になる力になるよ。
うなぎへのメッセージ

一色うなぎ

うなぎの一生
海から川へ

あいち

丸ごと
探
た ん

検
け ん

ノート

太平洋

グアム島

●岸が近くなると変身します。
　からだが細くなり、
　うなぎの形になります。
　「しらすうなぎ」とよばれています。
　からだは、まだほとんど透

とう

明
めい

です。

●黒
くろ

潮
しお

に乗って
　北を目指します。

●北赤道海流から、
　黒

くろ

潮
しお

へ乗りかえます。

●だんだん大きくなりながら、
　西へ移

い

動
どう

します。

●１日半ほどで、
　たまごからかえります。

● 6月ごろ、
　たまごが
　生まれます。

あいち一色うなぎ 丸ごと探検ノート © 2017

森から流れる川や下流のたくさんの
川がそそぎこむ海で、力強く生きて
いるうなぎたちは、人間によって漁

ぎょ

獲
かく

や養
よう

殖
しょく

が行われ、人間の生きる
力、働く力となって、次の活動に役
立っていきます。
うなぎたちの海から人間の食

しょく

卓
たく

、
そしてからだの中、次の生きる力ま
での旅は、うなぎの住んでいる場
所、季節、人間たちの生活や食べ方、
そして環

かん

境
きょう

によって異
こと

なります。
このように、うなぎと人間と環

かん

境
きょう

の関わり方を全体としてとらえる見
方、考え方を「うなぎと人間と環

かん

境
きょう

の循
じゅん

環
かん

図」といいます。
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「あいち一色うなぎ丸ごと探検ノート」を
見ながら先生の話を聞く。

知っている？ さかなの一生（「さかな丸ごと探検ノート」p4～5）。

「あいち一色うなぎ丸ごと探検ノート」は「さかな丸ごと食育」プログラム・教材開発研究の一環で制作されました。
当冊子に関するお問い合わせは、研究分担者の愛知みずほ短期大学 客員教授 上原正子氏まで。メールアドレス：uehara@aichi-mizuho.jp

魚を身近に感じ 
感謝の気持ちを持つ

「あいち一色うなぎ丸ごと探検ノート」と 
「さかな丸ごと探検ノート」を使って

2021年1月26日、1月27日

実践者：	前野あゆみ	
	 （瀬戸市立幡山西小学校 栄養教諭）

「あいち一色
うなぎ丸ごと
探検ノート」の
表紙。

うなぎの養殖の
工 夫 や 栄 養 パ
ワーをわかりや
すく説明。

愛知県
瀬戸市

一色うなぎ 養
よ う

殖
し ょ く

の工夫
西
に し

尾
お

市の一色町で、うなぎの養
よ う

殖
しょく

が行われています。
一色うなぎ漁業協同組合の方に、

うなぎの養
よ う

殖
しょく

について聞いてみました。

西
にし

尾
お

市一色町は、低い土地がた
くさんあり、気候が温かくて、う
なぎを育てるのに合っています。
今は少なくなってしまいました
が、一色町で、シラス（うなぎ
の赤ちゃん）がたくさんとれたと
きもあったそうです。だから今で
も、一色町では、たくさんのう
なぎを育てています。うなぎの池で作業する人たち

うなぎは少しの温度変化でも、えさを食べる量が変わってしまい、元気
に育ちません。ハウスで育てる理由は、温度を一定にたもって、元気な
うなぎを育てるためです。水温は、いつも 26 ～ 30 度にしてあります。

10 キログラムごとに、ビ
ニールぶくろに入れます。
●うなぎのこきゅうをス

ムーズにする
●皮ふのかんそうをふせ

ぐために、ビニールぶ
くろには、さんそと氷
をいっしょに入れます。

ダンボール箱につめて、
トラックで運ばれます。

かごに入れられたうなぎ トラックで運ばれるうなぎ

うなぎを選別する うなぎに真水をかける

うなぎを出荷する

一色うなぎの養
よ う

殖
しょく

の歴史

わたしや家族の食
しょく

卓
たく

1894 年 日本初の県水産試験場が、一色町内坂田新田につくられる。

1896 年 水産試験場の池で「うなぎ」と「ボラ」の混
こん

養
よう

試験に成功。
これが県内初のうなぎ養

よう

殖
しょく

。

1920 年 矢作古川でとった「しらすうなぎ」の養成に取り組む。

1923 年 大
だい

規
き

模
ぼ

養成に成功。

1953 年 台風 13 号で大きな被
ひ

害
がい

を受けた。
一色町の 8 割

わり

が、41 日間海水につかった。

1959 年 伊
い

勢
せ

湾
わん

台風により、うなぎの池がどろ沼
ぬま

になり、大きな被
ひ

害
がい

が出た。

1963 年 うなぎ養
よう

殖
しょく

専
せん

用
よう

のポンプ場をつくり、水道を引いた。
多くの田畑を、うなぎの養

よう

殖
しょく

の池に転用した。取
とり

扱
あつかい

量
りょう

は 10
倍になった。

1971年 温度を管理できるハウスができた。

1973 年「矢作川をきれいにする会」ができた。

1983 年 養
よう

殖
しょく

うなぎの出荷高が日本一になった。
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うなぎを育てる

ハウスの中では、空気をまき
こみ、水をかき回すために、
水車がいきおいよく回ってい
ます。水車が止まると、さん
そ不足になってしまい、1 ～
2 時間でうなぎが死んでしま
います。水車が止まらないよ
うに、気をつかっています。

朝と夕方の 2 回、えさをあ
げます。
えさは魚の粉 や、でんぷん
などを油と水でねったもので
す。うなぎの様子を見なが
ら、えさの量を考えています。
うなぎが、大きく元気に育っ
てくれるとうれしいです。

しらすうなぎ（赤ちゃん
うなぎ）は体重が 0.2g
です。200 g ～ 300 g
まで育て出荷されます。
大きくするには、水温
や水

すい

質
しつ

の管理と栄
えい

養
よう

価
か

の高いえさが必要です。

いきおいよく回る水車 活発にえさを食べるうなぎ

うなぎ養
よ う

殖
し ょ く

の未来

うなぎと人の昔
縄
じょう

文
もん

時代の遺
い

跡
せき

から、うなぎの骨
ほね

が見つかりました。
日本人は、昔からうなぎを食べていたようです。

いつからいたの？

出典：「うなＱ　ウナギの不思議」（和歌山県立自然博物館）

わたしたちが食べている魚（ぶりやさけなど）には、養
よう

殖
しょく

によって育てられ
ているものがあります。うなぎもその 1 つで、最近、やっと完全養

よう

殖
しょく

がで
きるようになりました。完全養

よう

殖
しょく

とは、たまご（直径 1.6mm）からふ化し
た幼

よう

生
せい

を大きくなるまで育て、その魚から生まれたたまごからの幼
よう

生
せい

を大
きく育てる、というものです。完全養

よう

殖
しょく

ができるようになると、わたしたち
はさらに、うなぎのパワーをいっぱいいただくことができますね。

うなぎがたくさん育つと、
どんなよいことがあるの
かな？

考えてみよう！

うなぎ科魚類の骨
ほね

が出土した遺
い

跡
せき

プレレプトセファレス幼
よう

生
せい

銀うなぎ

黄うなぎ

くろこ
たまご

しらすうなぎ レプトセファレス幼
よう

生
せい

わたしの意見

完全養
よう

殖
しょく

のサイクル

うなぎの栄養パワーを、さけ・さば・牛肉・ぶた肉とくらべてみました。

出典：文部科学省 日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）
　　　うなぎ（養殖）、さけ（たいせいようさけ、養殖）、さば（たいせいようさば）、
　　　牛肉（乳用肥育牛肉、かた、脂身つき、生）、ぶた肉（大型種肉、かた、脂身つき、生）。
　　　食品は 100g 当たり。
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エネルギーは
力を出してくれます！

脂
し
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はエネルギーに
なります！

たんぱく質
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はからだが

大きくなる力になります！

たんぱく質
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と脂

し
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が

いっぱい！
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他の魚や肉には少ないビタミンAを
たくさんふくみます！

ビタミンAは、成長していくために
必要なビタミンです！

前野あゆみさん（瀬
戸市立幡山西小学校 
栄養教諭・「さかな
丸ごと食育」養成講
師）。自分が栄養の
ことを学んで家族の
役に立ちたい、とい
う思いが出発点。
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連れて行っても、必ず釣らせることが難
しい状況になりました。初心者が“釣れ
て楽しいな”って思えなければ、釣り人口
は増えないですよね。はじめての釣りで	
“たくさん釣れた！”とか、“大物が釣れた！”	
という経験があれば、“また次もやりた
い！”って気持ちになると思うんです」。
　つまり今は、コンスタントに釣れる環
境がなく、簡単に釣れる魚がいない。そ
れだけ河川環境が悪化していると言うの
です。

魚を育む環境を守る

　佐々木さんの話は続きます。「昔、川
魚は、本流から支流、支流から農業用水
路、農業用水路から水田へと自由に行き
来して暮らしていました。それが、治水
や利水のために、川や水路がコンクリー
トで固められ、上流に上りたくても堰堤
があって遡上できなくなったり、頑張っ
て泳いでも流されちゃったり、魚の生活
が困難になっています。生徒には授業で、
川を人のからだに例えて教えています」。
　人体に例えると本流が大きな血管で、

大きな血管（本流）だけがよくても、細い
血管（支流）や毛細血管（農業用水路）がボロ
ボロでは、健康にはなれない。支流や農
業用水路まで水域全体で考えないと、河
川環境はよくならないと説明するそうで
す。「器がよくなければ魚は増えないし、
器から魚を捕りすぎれば親になる魚が少
なくなり減ってしまう。本来、勝手に増え
るはずのものも増えなくさせてしまって
います。水産物が持続的に利用できる環
境を整え、上手に管理できる日本になっ
てほしいと願っています」。

人間が安全にしたつもりの
場所で大きな被害

　お話を聞きながら一つの疑問が浮かび	
ました。災害の多い日本で暮らしていく
ためには、治水は必要なことではないか、
と。「もともと水に浸かるような土地に	
は、田んぼしかありませんでした。それ	
なのに、堤防をつくり、昔、人が住まな
かったところに商業施設を建てたり、人
が住むようになったのです。下手すると
“川の中”に住んでいる人がたくさんいる
ということですね。人間が安全にしたつ

もりの場所で、大きな被害が起きている
のです。その証拠に、江戸時代からある
古い家はたいてい高台にあります。堤防
をつくったら安全が保障される、という
のは人間のおごりです」。
　2019年の台風19号では、馬頭高校が
ある地域でも大きな被害がありました。
「授業でハザードマップを見せて検証し
たところ、水に浸かった場所はハザード
マップとドンピシャに合っていました。
ここに家を建てたら、生きているうちに
1回は沈むよ、と生徒に言っています」と
佐々木さん。
　今回、佐々木さんのこのお話を聞い	
て、魚が住める川がある環境というの
は、人間にとってもよい環境なのではな
いか、という当たり前のことに思い至り
ました。子どもの頃から川に親しみ、多
くの釣り人に来てもらうことで、川が荒
れないように環境を整える。そうしたこ
とを続け、川を守っていかなければ、日
本の内水面漁業はなくなってしまうので
はないかと思いました。
	 （取材：越智直実）

　「内
ない
水
すい
面
めん
漁
ぎょ
業
ぎょう
」という言葉をご存知で

しょうか。河川や湖沼における漁業のこ
とをそう呼ぶのだそうです。日本の一級
河川と二級河川の総延長は、海岸線の
長さの3.5倍にもなり、そのため海だけ
ではなく川の水産資源も、漁業や釣りな
どによりその恵みを享受することができ
る、ということです。川の恵みが豊かな那
珂川町には、淡水魚の専門的な教育を行
う水産科を有する馬頭高校があります。
　その馬頭高校が那珂川町とタッグを
組み、川の安全・危険や流され方など
を学ぶ夏の自然体験活動・ネイチャーク
ラブを行っていると聞き、14年以上に
わたってこの活動を支えている佐々木愼
一さん（栃木県立馬頭高校水産科 教諭）にお話
を伺いました。新型コロナウイルス感染	
予防のため、オンラインによる取材です。

川は楽しいけど怖い場所で 
あることを体験する

　今年度のネイチャークラブは2020年
8月8日に実施され、町内の小学校3～6
年生33名が参加しました。2班にわかれ

て、馬頭高校水産科の生徒がボランティ
アスタッフとして各班に入り、小学生の
活動をサポートするそうです。
　午前中は、馬頭高校で安全講習を受け
た後、水産科の実習池で池の水をすべて
抜き、生き物観察を行いました。さらに	
午後には、那珂川の支流である武茂川
で、ライフジャケットを着用して川での
流され方やスローロープという救助用
のロープの使い方などを学びました。
　「川の水って思った以上に冷たいもの
です。川遊びをしたことがないと、水の	
冷たさや流れの速さはわからないです
ね。夏なのですぐに回復しますが、から	
だが冷えて震えている子もいました。ま
た、普段では絶対に飛び降りない3.5メー
トルくらいの高さの崖から、飛び込み
もします」と佐々木さん。「川の事故は、	
いったん沈んで見失ってしまうと、もぐっ
て捕まえるまでの時間的ロスが大きいの
で、心肺停止で見つかったなんてことが
多いです。逆に、浮いていればいつかは
浅瀬や、足がとどく場所にたどり着く。

助かる確率も高くなります。僕なんて25
メートル泳ぐのがやっと。でも川だった
ら、100メートル流されても平気です
（笑）」。
　正しい川での流され方をお聞きしまし
た。「まず、仰向けになって下流側に足を
向けて浮きます。ライフジャケットを着
ていると自然に浮くので、両手でバラン
スを取るようにします。足は水面近くま
で上げ、障害物は足でよけます。足がダ	
メでも障害物に当たるのはお尻なので
危なくありません。下流では大人が待っ
ているので、いつかは大人のところに流
れ着きます。バックアップ体制を十分に
整え、あとは自由に遊ばせます。『僕は泳
げるから川なんて怖くない』みたいなこ
とを言う子が必ずいますが、実際に川に
入り、足の着かない場所で流されると不
安になるようです。活動中はすごく楽し
く遊んでいるのですが、川は楽しい場所
というだけではなく、怖い場所であると
いうことを認識するようになります」。

子どもたちが川で遊ばない
釣り人も減少

　自然体験活動・ネイチャークラブで川
遊びを伝えている佐々木さんですが、子
どもたちの川離れはどんどんすすんでい
ると言います。「せっかく田舎に暮らして
いてよい川があるのに、その環境の中で
遊ばないのは非常にもったいないと思っ
ています。経験がなければ、地元のよさ	
もわからない。都会的な暮らしができ
ないただの不便なところになってしまい
ます。流れるプールがなくても川がある
し、ゲームセンターがなくても川があり

ます。しかし、学校や家庭では、危
ないからと川遊びをさせない人が
多いですね」。
　そしてさらに、釣り人の減少も、
川離れの大きな原因の一つだと訴
えます。
　「釣り人の減少については、河川
環境の悪化が大きい。初心者を川に

佐々木愼一さん（栃木県立馬頭高校
水産科 教諭）。那珂川町出身。水産
大学校卒業後、地元の高校教諭に。
小さい頃は網とゴーグルを持って、
川遊びにあけくれていた。田んぼの
用水路に「ドジョウ受け」をしかけ、
お小遣いを稼いだこともある。

馬頭高校水産科の生徒が、
小学生にライフジャケットを
着せる。ライフジャケットが
あれば、流されても大丈夫。
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採りをしましょう。
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網は小・中学生以下でも漁
ぎょぎょうけん

業権が必要です。

　魚にとって人の体温は高
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傷をさせてしまうこと

があります。なので魚
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流れに乗ってどんどん流される。下流に
は大人が待っていて万全の体制。

魚を育む川の環境を守りたい
“自分で感じて判断する”
川遊びを伝える

2020年8月8日

実践者：	佐々木 愼一
	 （栃木県立馬頭高等学校水産科 教諭）

栃木県
那須郡
那珂川町

2階のベランダ
より高いところ
から、思い切っ
て飛び降りる。
エイッ!

馬頭高校水産科で制作し
た「なかがわリバーマッ
プ」。子どもたちが安全か
つ楽しく川遊びができる
よう、採集のポイントや
川で活動する場合の決ま
り事など図を用いてわか
りやすく掲載。

下流を向いて足を上げて流される小学生。
ちょっと不安だけど面白そう。指導しているのは 
馬頭高校水産科の卒業生。
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重茂地区の特徴と重茂漁業協同組合	 石井  元 （おさかなミュージアム館長）

■ 三陸の純漁村、重茂
　三陸沿岸はリアス式海岸としての認知度は高いのですが、
重茂半島といっても漁業関係者はともかく、一般にはよく知
られているとはいい難い地域です。
　重茂地区は、宮古湾を形成する形で外洋に突き出した本州
最東端の小半島です。漁業従事世帯数約90％の純漁村地区と
なっています。沿岸から沖合にかけては親潮と黒潮が交錯す
る栄養塩が豊かな絶好の漁場環境で、重茂地区の人々の多く
は漁業を生業として日々の生活を営んでいます。
■ 子孫に誇れる漁村を築くために
　重茂漁業協同組合は1949年（昭和24年）7月23日に設立
されました。戦後、漁協の初代組合長の西舘善平さん（漁協の
事務所がある高台に胸像がある）は、リーダーとして尽力を 
惜しみませんでした。大陸から引き揚げ組合長に就いた西舘
さんは、1に教育、2に定置網の自営、3に月給貯金を軸に新
しい漁協づくりと人間の育成に取り組んだのです。「天

てん

恵
けい

戒
かい

驕
きょう

（天の恵みに感謝し驕ることをを戒め不慮に備えよ）」というス
ローガンのもと、組合員は後述するさまざまな事業に取り組
みながら発展してきました。
　10年前の東日本大震災でも、当時の伊藤隆一組合長の指揮
下でいち早く復旧に取り組み、その姿はメディアなどでも取
り上げられました。組合員やその家族50名が死亡・行方不明、
組合員403世帯のうち約2割の家屋が流失、また組合の加工
場、ふ化場などおよそ50施設が被災しました。その中、特に 

「若い世代を重茂から流出・離反させてはならない」というこ
とで中古サッパ船（ウニ漁やアワビ漁に使う小型船で手漕ぎ
や船外機を動力としている）などを買い集め操業を再開しまし
た。共同作業では、収穫物に関しては参加した組合員にその
収益を公平に分配するとともに、女性組合員についても陸上
作業をすることで1人前として分配したそうです。その際の
合言葉は、1. 仲間意識  2. 相互扶助  3. 互譲の精神  4. 互恵の
精神  5. 自らの努力、の5項目です。今なおこの合言葉は輝い
ているし、日常的にも一つの指針になり得る言葉だと思います。
■ 合成洗剤の追放運動
　組合では、漁労活動以外に活動していることの一つに、海を 
守るための自然保護活動があります。
　その中に合成洗剤の追放運動があります。昭和51（1976）
年から合成洗剤を「売らない・買わない・使わない」の3ない
運動をスタートさせました。こうした取り組みにより、重茂の 
石けん使用率は今でも高い割合で、この運動は現在まで連綿
と続いています。

　その他にも、漁港・海岸清掃活動、広葉樹の植林活動といず
れも豊かで美しい海を後世にまで残し、魚介類、海藻類などの
天然資源を守り、育てるための活動なのです。
　こうした活動の結果といえるのが、東日本大震災時のエピ
ソードです。当時、東北地方には大津波が襲いましたが、重茂
を襲った津波の色は青色だったのです。他の地域は海底のヘド
ロを含んだどす黒い色をした波だったので、重茂の人たちは 

自分たちの活動が実を結んだことを実感したそうです。
■ 深刻な水揚げ量の減少
　漁協経営において重要な役割を担っていた自営定置網漁業
では、主要魚種である秋サケの水揚量減少が深刻化していま
す。昭和50年代には岩手県下で5万〜7万トンの水揚量があ
りましたが、平成に入って回帰率の低迷とともに急激に減少、
平成20年には2万トンにまで落ち込み、ここ2年はさらに深
刻化し2000トンに満たない量にとどまっています。「海の温
暖化」もいわれており、また現場の漁師さんたちも「海が変わっ
た」「潮が変わった」とよく話しています。
　また、震災で壊滅的な被害を被ったアワビ、ウニは、その
後徐々に回復傾向にありましたが、近年の気候変動（温暖化現
象）により、餌となるワカメ、昆布の繫茂状況が悪く（磯焼け）
なったことで、アワビ、ウニの生育（身入り）が悪くなってき
ていて、水揚げも減少してきているようです。
■ 海を守り、海の恵で生活し、子どもたちに伝えていく
　漁協では、生産活動とともに加工製品づくりも主たる事業
の一つです。例えばワカメは肉厚ワカメから茎ワカメ、きざ
みメカブ等。昆布も10種類ほど、ウニも6種類ほど、他にも
秋サケから作られるイクラなどもあります。
　中でも1月上旬から水揚げされる早採りワカメ（新芽の生ワ
カメ）は季節限定（1～2月の約1か月間）で、しゃぶしゃぶに
して食べる新しい付加価値をつけ、新規需要を開拓した逸品
とのことです。
　漁協を中心に重茂地区の人々は、自然環境と、そこから生み 
出される海産物を利用しながら生活を営んでいます。それは
生活を維持するだけでなく、小さいうちから子どもたちも大
人に混じって家業を手伝う
など、子どもも早くから社
会生活に溶け込み生きた教
育を受けています。まるで

「さかな丸ごと食育」を地で
行っている地域ではないで
しょうか。

	 寄稿、取材並びに写真提供にご協力いただきました森眞理氏、浅沼美由希氏、沢里舞帆氏、中島久仁子氏、前野あゆみ氏、佐々木
愼一氏、石井元氏、宮古市立重茂小学校、瀬戸市立幡山西小学校、栃木県立馬頭高等学校、重茂漁業協同組合のご尽力に感謝申し上げます。	  （M）

［お詫びと訂正］  ニュースレター13号のp2図2の文献番号が、3）ではなく 4）でした。訂正してお詫びいたします。

■編集後記

引用：重茂漁業協同組合HP
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